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Ⅰ．富谷市の概要

　富谷市は、宮城県のほぼ中央に位置し、南部丘陵地帯を占めています。

　市の南側は、丘陵森林地帯を境に、仙台市泉区及び宮城野区岩切、利府町と接しています。北側

は、黒川平野の耕地に面して、大和町に囲まれるように接しています。

　南北に国道4号、東北自動車道が通り、市の中心地の富谷は、仙台市中心部まで約18キロメートル、

泉インターチェンジまで約 5キロメートルという距離にあります。

　宮城県の地形を大別すると、西部山地帯、東部山地帯、中央低地帯の三つに分けられます。この

うち、中央低地帯というのが富谷市の属している部分で、200 から 300 メートルの高度をもつ丘陵

地帯となっており、陸前丘陵と呼ばれています。この陸前丘陵の端で、仙台平野に挟まれるように

富谷があります。

　富谷地方の地形は、おおむね南方に高く、明石の鍋山が標高131メートル、大亀の大亀山が118メー

トル、他は 100 メートル以下の丘陵が起伏しています。

　河川は、南部の丘陵地帯に源を発する西川が吉田川と合流し、また大和町小野方面から流れてく

る竹林川が、宮床川そして吉田川に合流しています。

　地質は、谷沿いの平地部分が砂・礫・粘土（沖積平野堆積物）であるほか、東南西部の丘陵が偽

層砂岩・礫質砂岩、仙台市泉区との境界部が凝灰質シルト岩・凝灰岩です。

１．位置

２．地勢
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３．人口と世帯数の推移

各年 12 月末日 (単位 :世帯 ､人 ､k ㎡ )

年 世帯数
人口 一 世 帯 当

た り 人 員
人口密度 面　積 備　考

男 女 計

昭和 38 年 816 2,445 2,537 4,982 6.11 100.6 49.52 町制施行(4月1日)

昭和 48 年 1,380 3,119 3,134 6,253 4.53 126.3 49.52 町制施行 10周年

昭和 49 年 1,763 3,623 3,707 7,330 4.16 148.0 49.52

昭和 50 年 2,079 4,211 4,262 8,473 4.08 171.1 49.53

昭和 51 年 2,391 4,813 4,841 9,654 4.04 194.9 49.53

昭和 52 年 2,755 5,473 5,525 10,998 3.99 222.0 49.53

昭和 53 年 3,068 6,058 6,125 12,183 3.97 246.0 49.53 町制施行 15周年

昭和 54 年 3,385 6,661 6,736 13,397 3.96 270.5 49.53

昭和 55 年 3,618 7,091 7,168 14,259 3.94 287.9 49.53

昭和 56 年 3,840 7,449 7,554 15,003 3.91 302.9 49.53

昭和 57 年 4,075 7,890 7,986 15,876 3.90 320.5 49.53

昭和 58 年 4,312 8,266 8,329 16,595 3.85 335.0 49.53 町制施行 20周年

昭和 59 年 4,555 8,704 8,815 17,519 3.85 353.7 49.53

昭和 60 年 4,821 9,157 9,251 18,408 3.82 371.7 49.53

昭和 61 年 5,040 9,571 9,645 19,216 3.81 388.0 49.53

昭和 62 年 5,290 9,982 10,064 20,046 3.79 404.7 49.53

昭和 63 年 5,692 10,645 10,739 21,384 3.76 435.3 49.13 町制施行 25周年

平成元年 6,179 11,393 11,478 22,871 3.70 465.5 49.13

平成 2年 6,895 12,617 12,703 25,320 3.67 515.4 49.13

平成 3年 7,325 13,215 13,318 26,533 3.62 540.1 49.13

平成 4年 7,673 13,728 13,822 27,550 3.59 560.8 49.13

平成 5年 8,028 14,188 14,338 28,526 3.55 580.6 49.13 町制施行 30周年

平成 6年 8,538 14,909 15,022 29,931 3.51 609.2 49.13

平成 7年 8,955 15,324 15,462 30,786 3.44 626.6 49.13

平成 8年 9,432 15,987 16,158 32,145 3.41 654.3 49.13

平成 9年 9,898 16,633 16,832 33,465 3.38 681.2 49.13

平成 10 年 10,370 17,199 17,367 34,566 3.33 703.6 49.13 町制施行 35周年

平成 11 年 10,817 17,742 17,875 35,617 3.29 725.0 49.13

平成 12 年 11,198 18,135 18,250 36,385 3.25 740.6 49.13

平成 13 年 11,538 18,365 18,675 37,040 3.21 753.9 49.13

平成 14 年 12,031 18,933 19,223 38,156 3.17 776.6 49.13

平成 15 年 12,650 19,751 20,065 39,816 3.15 810.4 49.13 町制施行 40周年

平成 16 年 13,212 20,421 20,825 41,246 3.12 839.5 49.13

平成 17 年 13,830 21,046 21,526 42,572 3.08 866.5 49.13

平成 18 年 14,390 21,641 22,213 43,854 3.05 892.6 49.13

平成 19 年 14,854 22,134 22,743 44,877 3.02 913.4 49.13

平成 20 年 15,335 22,682 23,298 45,980 3.00 935.9 49.13 町制施行 45周年

平成 21 年 15,716 23,150 23,765 46,915 2.99 954.9 49.13

平成 22 年 16,228 23,592 24,332 47,924 2.95 975.5 49.13

平成 23 年 16,744 24,147 24,886 49,033 2.93 998.0 49.13

平成 24 年 17,192 24,589 25,449 50,038 2.91 1,018.5 49.13

平成 25 年 17,712 25,131 26,007 51,138 2.89 1,040.9 49.13 町制施行 50周年

平成 26 年 18,118 25,505 26,331 51,836 2.86 1,054.0 49.18

平成 27 年 18,462 25,758 26,537 52,295 2.83 1,063.3 49.18

平成 28 年 18,729 25,853 26,675 52,528 2.80 1,068.1 49.18 市制施行(10月10日)

平成 29 年 18,949 25,926 26,714 52,640 2.77 1,070.3 49.18

平成 30 年 19,147 25,878 26,691 52,569 2.74 1,068.9 49.18

令和元年 19,397 25,833 26,734 52,567 2.71 1,068.9 49.18

令和２年 19,652 25,753 26,678 52,431 2.66 1,066.1 49.18

令和３年 19,927 25,771 26,723 52,494 2.63 1,067.4 49.18

資料：市民課、宮城県企画部統計課「住民基本台帳に基づく人口移動調査年報」		 	 	

　　　面積は、国土交通省国土地理院「全国都道府県市区町村別面積調」	 	 	 	
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Ⅱ．富谷市教育基本方針

令和４年度　富谷市教育基本方針

◎ 教 育 理 念 ◎

◎目指す人間像◎

学び合う　高め合う　尊び合う　富谷の教育

～人生100 年時代の教育環境を目指して～

　学校教育、生涯学習、芸術・文化、スポーツ施策を包括する本市の教育理念と教育の目

標として目指す人間像を次のように定める。

　 教育理念

　「学び合う」とはＥＳＤ（持続可能な開発のための教育）を基盤として、成功や

失敗を糧に学び合う中で子どもたちの自己肯定感を高め、社会を生き抜く力を自ら

育むこと、そして、教職員、保護者、地域の大人たちも子どもたちと一緒に成長す

る、本市独自の「地域とともに育つ」学校教育を大切にします。

　「高め合う」とは、地域 ･ 学校 ･ 家庭の中で、親子同士、友人同士、隣人同士、

仲間同士が切磋琢磨しながら、芸術 ･文化、スポーツ、地域づくり等、様々な活動

や交流を通じて視野を広げていく、生涯にわたってお互いに高め合う教育を大切に

します。

　「尊び合う」とはグローバル化する時代にあって、郷土を愛し、富谷を誇りにす

る心を育み、性別、国籍、出自、心身の状況にかかわりなく、一人ひとりの挑戦を

みんなで応援する心を育む教育を大切にします。

　目指す人間像

　郷土の自然 ･歴史。文化を愛する心を持ち、地域や世界で活躍する、本市の次世

代を担う人間像を表現します。

郷土を愛する心、地域や世界で活躍する力で、
「22 世紀の富谷」の礎（いしずえ）をつくる人
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Ⅲ　教育行財政

　教育委員会は、地方教育行政の組織および運営に関する法律に基づき市町村に設置される合議制

の執行機関です。教育委員会は、教育委員会の代表者である教育長と４人の非常勤の教育委員をもっ

て組織されます。

　教育長は、市長の被選挙権を有する者で、人格が高潔で、教育行政に関して識見を有する者のう

ちから、市長が、議会の同意を得て、任命します。任期は３年です。

　教育委員は、市長の被選挙権を有する者で、人格が高潔で、教育、学術及び文化に関し識見を有

する者のうちから、市長が、議会の同意を得て、任命しています。任期は４年です。

教育長

及　川　芳　彦

教育長職務代理者

髙　橋　健　藏

教育委員

増　田　恵美子

教育委員

江　刺　義　夫

教育長・教育委員任期（令和４年５月１日現在）

職　　　名 氏　　　名 任　　　期

教　育　長 及
おい

　川
かわ

　芳
よし

　彦
ひこ

令和 3 年 10 月 15 日～令和 6 年 10 月 14 日

委員（教育長職務代理者） 髙
たか

　橋
はし

　健
けん

　藏
ぞう

令和 3 年 6 月 11 日～令和 7 年 6 月 10 日

委　　　員 増
ます

　田
だ

　恵
え

美
み

子
こ

令和元年 6 月 11 日～令和 5 年 6 月 10 日

委　　　員 江
え

　刺
さし

　義
よし

　夫
お

令和 2 年 10 月 1 日～令和 6 年 9 月 30 日

委　　　員 長
なが

　沼
ぬま

　陽
よう

　子
こ

平成 30 年 12 月 12 日～令和 4 年 12 月 11 日

１．教育委員会組織

教育委員

長　沼　陽　子
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２．教育委員会関係組織機構

令和４年４月１日現在
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３．教育委員会事務局、教育機関分掌事務
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４．令和４年度予算概要
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５．令和４度主要事務事業の概要（当初予算ベース）
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　○スローガン「学びのまち富谷」

　生涯にわたり，心身ともに健やかで，豊かな情操と道徳性を備えた人間性をめざし，幼児・児童・

生徒の発達段階に応じた基礎的・基本的内容の定着を図るとともに，主体的に考え，判断し，自ら

課題を解決する力を習得し，たくましく生きる力の育成をめざした教育の推進を図る。

　また，ユネスコ憲章にのっとり ESD（持続可能な開発のための教育）を推進するとともに，地域

性を踏まえ，創意工夫を生かした「地域と共に育つ学校」の具現化を図り，魅力のある学校経営の

実現に努める。

１－１幼児教育の充実

　（１）幼稚園教育要領を踏まえた特色ある幼児教育の実践

	 ①　幼稚園教育要領への迅速な対応

	 ②　公立幼稚園のユネスコスクール活動の推進

　（２）幼児教育体制の充実

	 ①　子どものニーズに合った職員の配置の推進

　（３）継続して学び合う力を育成する連携体制の充実

	 ①　 幼・保・小連携強化のための事業の実施の推進

　（４）子育て家庭への支援の充実

	 ①　子育て家庭への教育支援に向けたあり方の検討、関係機関の連携強化の推進

	 ②　利用ニーズに対応する預かり保育の実施の拡充

　（５）公立幼稚園・私立幼稚園の役割の確立

	 ①　幼稚園運営審議会の答申の実行

１－２魅力のある学校づくり

　（１）学校評価を生かした教育課程の編成

	 ①　学習指導要領に合わせた教育課程の実施

　（２）ユネスコスクール活動・ESD（持続可能な開発のための教育）の推進

	 ①　中学校区毎の幼稚園・小・中学校の一貫した ESD カリキュラムの推進

	 ②　国内外のユネスコスクールとの交流の推進

　（３）学校図書館を活用した読書習慣の形成

	 ①　富谷市子ども読書活動推進計画の作成と活用

	 ②　学校図書館指導計画の作成と活用の推進

	 ③　ボランティア等を活用した読み聞かせや環境づくりの推進

１－３学力の定着

　（１）学び合う教師集団の確立と ｢学び合い ｣の授業の定着

	 ①　｢学びの共同体 ｣パイロットスクールの指定

１．学校教育の推進施策

　　富谷市教育振興基本計画　基本目標１　22 世紀の礎を築く　富谷の学校教育

Ⅳ．学校教育
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	 ②　学び合い推進会議、授業研究中心の市内研修会の実施の拡充

　（２）課題解決的な学習の推進

	 ①　｢学び合い ｣の学習の実施の充実

	 ②　調べる学習相談会の実施の推進

　（３）発達段階に応じた系統的なキャリア教育の実施

	 ①　キャリア教育プログラムの実践

　（４）情報活用能力の定着

	 ①　地域資源（人材、企業等）の活用

　（５）学力差をなくす学習環境の推進

	 ①　ICT 環境の有効活用

１－４子どもに寄り添う特別支援教育の充実

　（１）一人ひとりのニーズに即した特別支援教育の充実

	 ①　特別支援教育の体制強化の充実

　（２）障がい児に寄り添うための多様な連携の推進

	 ①　就学相談や教育相談の窓口の充実

　（３）障がいに関する理解の普及

	 ①　障がいを理解するための研修会・講演会等の実施の推進

	 ②　障がいの理解を深める取り組みに向けた関係機関の連携強化の拡充

１－５心の豊かさと社会を生き抜く力の定着

　（１）教育活動全領域での効果的な道徳教育の実践

	 ①　指導内容の標準となる ｢特別の教科道徳 ｣のカリキュラムの推進

　（２）組織的・計画的な生徒指導による基本的な生活習慣の確立

	 ①　生徒指導者担当等連絡会の実施の推進

	 ②　生活習慣や学習習慣の確立に向け、幼稚園と義務教育 9年間を見据えた行動目標の推進

　（３）福祉教育の充実

	 ①　福祉教育カリキュラムの改定の推進

　（４） 環境教育の充実

	 ①　再生可能エネルギーを中心とした環境教育の実施の推進

　（５）英語教育、国際理解教育の推進

	 ①　英語カリキュラムの作成

　（６）ふるさと ｢富谷 ｣に誇りと愛着を育む教育の推進

	 ①　地域学校協働活動推進事業の実施の拡充

　（７）教育相談・就学相談の充実　

	 ①　就学相談や教育相談の窓口の充実

　（８）いじめの未然防止と早期解決の体制の充実

	 ①　学校、保護者、地域が一体となったいじめ防止の取り組みの推進

	 ②　いじめに関する調査（各校毎月）の実施(推進 )と調査結果の児童・生徒及び保護者への周知

	 ③　いじめの未然防止に向け、児童・生徒同士による取り組みの推進

　（９）不登校対策への組織的な推進

	 ①　富谷市教育支援センターの充実及び運営の推進
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	 ②　不登校特例校富谷中学校西成田教室の設置及び運営の推進

	 ③　スクールソーシャルワーカーの定期巡回の推進

１－６健やかな心身の健康づくり

　（１）適切な運動の計画的実践と環境の充実

	 ①　運動能力向上プランの改定　

	 ②　部活動指導員の配置の検討

　（２）学校給食センター（eはーと）を活用し、家庭と連携した食育の充実

	 ①　食育推進事業の実施の推進

	 ②　家庭向け食育教育の実施の拡充

　（３）心身の健康指導と生活支援の実施

	 ①　系統的な保健学習の実施の拡充

　（４）発達段階に応じた防犯・防災・安全教育の充実

	 ①　学校の防災教育と地域の防災活動の連携推進の拡充

１－７地域・学校・家庭のつながりの強化

　（１）連携・協働による教育活動の推進

	 ①　地域学校協働活動推進事業の実施の拡充

　（２）地域の人材を活用した多様な教育プログラムの実践

	 ①　地域資源を生かしたプログラムの実践

　（３）家庭の教育力を支える環境づくりの推進

	 ①　社会教育専門員の配置と充実

　（４）学校評価を活用した地域とともに育つ教育の推進

	 ①　学習指導要領を踏まえた評価項目の見直し

	 ②　ホームページを活用した教育活動の情報発信

１－８快適・安全・安心な教育環境の整備

　（１）教育施設・設備の計画的整備

	 ①　幼児 ･児童・生徒が安心して学ぶための幼稚園、小・中学校施設の計画的な整備の推進

　（２）学校施設の有効利用と安全管理の徹底　

	 ①　施設の適正な維持管理の推進

　（３）教材・教具・教育資料の整備

	 ①　ICT 機器の計画的な整備

　（４）教職員の ICT 指導力向上

	 ①　教職員の ICT 指導研修の拡充

　（５）就園・就学の経済及び生活支援

	 ①　就学援助事業の実施

	 ②　奨学金貸付制度の見直し〔R4〕
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２．児童・生徒数、園児数の推移
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各年 5月 1日現在
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３．小学校の概要

と
み
や

―　　―17



―　　―18



―　　―19



―　　―20



―　　―21



―　　―22



―　　―23



―　　―24



学校所在地 〒９８１－３３２７ 開　校 昭和２２年４月
宮城県富谷市穀田土間沢一番９番地 校　長 佐藤　広昭

電話番号　 ０２２－３５８－２０４２ 生徒数 ２２６人（５月１日時点）
FAX番号 ０２２－３５８－３３８５ 学級数 ９
メールアドレス tomityuu@hello.odn.ne.jp

所在地（西成田教室） 〒９８１－３３２４ 開　校 令和４年４月
宮城県富谷市西成田郷田一番９４番地 校　長 佐藤　広昭

電話番号　 ０２２－３４７－３６０１ 生徒数 １５人（５月１日時点）
FAX番号 ０２２－３４７－３６０８ 学級数 ３
メールアドレス nishinari@i3.gmobb.jp

【学校教育目標】

【学校経営方針】

【学校教育目標を達成するための重点施策】

富谷市立富谷中学校

【写真】

　「ともに学び，磨きあい，やり抜く生徒の育成」
　ふるさと富谷市を愛し，富谷中学校生徒としての誇りをもち，一人一人の自主性・創造性を培うととも
に，知育，徳育，体育，労育の充実に取り組み，人間性豊かで，現在及び将来にわたって学ぶ喜びをも
ち，自他ともにたくましく『やり抜く（生き抜く）生徒』の育成に努める。さらに，校訓「毅然」「強靭」「純朴」に
ついて，わが校の不易なものとして，、教育目標具現化のための心の拠り所とする。
　　－校訓－　「毅然」　「強靭」　「純朴」
　　・毅然：意志が強く，物事に動じないさま
　　・強靭：強くしなやかで粘りのあるさま
　　・純朴：素直で飾り気のないこと
　－目指す生徒像－
　・　　　ともに学び合う生徒【知】
  ・　 　 みがきあう生徒【徳】
  ・　 　 やり抜く生徒【体】

　宮城県教育基本方針及び富谷市教育方針を受け，本校生徒と地域の実態並びに「毅然・純朴・強靭」と
いう校訓を踏まえ，よりよい校風の確立を目指して学校経営に当たる。
　教育の成果を高め，地域や保護者の期待に応える信頼される学校とするため，教育目標「ともに学び，
磨きあい，やり抜く生徒の育成」の具現化に向け，学校課題を明確にし，教職員の共通理解のもと，家
庭・地域と連携を深めることを通して，教育活動を展開する。そのためにも，教職員間の情報共有，共通
行動を確実に行い，次代を担う心豊かな生徒の育成に努める。
　さらには，次世代の教育現場を担うであろうミドル（ネオ）リーダーの育成に努める。

（１）学ぶ力の育成
　　学ぶ力を「学び方を習得して，わかるまで，できるまで学ぶ力」「自ら学びを楽しみ，自ら学びを深める
力」と意味づけし，問題解決の思考・判断力，問題解決の技術・自己表現力等の育成に努める。
（２）心の教育の充実
　　学校教育活動全体を通して，生徒理解を深め，命を育む心や他人を思いやる心，正義感，倫理観，
ルールやマナーを遵守する心の育成に努める。体験活動を通して，豊かな心とたくましい体を育み，自己
実現を図る。
（３）特別支援教育の推進
　　社会参加への必要な力を培うために，生徒一人一人の教育的ニーズを把握し，その可能性を最大限
に伸ばし，生活や学習上の困難を改善又は克服するため支援体制を確立し，必要かつ適切な指導・支
援に取り組む。
（４）志教育の推進
　　たくましく生き抜くための基盤として，将来の職業や学習との関わりをもたせた教育活動を推進し，「人
とかかわる」「よりよい生き方を求める」「集団の一員としての役割や責任を果たす」生徒を育成する。
（５）防災教育の推進
　　学校防災マニュアルに基づき地域と連携した訓練を実施する。身に付けさせたい５つの力と心を踏ま
え，地域防災の将来の担い手となる生徒の育成に努める。
（６）健康・安全教育の推進
　　計画的・継続的な指導を通し，生涯にわたり運動に親しむ資質・能力を育てるとともに，健康・安全に
生活できる実践力の育成や生活習慣の形成に努める。
（７）現職教育の推進
　　教職員としての使命と責任を自覚し，豊かな人間性や社会性を養うとともに，学校運営，学年・学級経
営，学習指導，生徒指導等の教育課題の解決を図る実践的な指導力を高める研修を計画的・組織的に
実施する。
（８）地域との連携推進
　　社会の中でたくましく生き抜く生徒を育むために学校・家庭・地域が協働し，地域の教育力を活用した
教育活動を推進する。規範意識を育み，社会人としての基本を身に付けさせる。
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４．中学校の概要

　・　　　ともに学び合う生徒【知】
  ・　 　 みがきあう生徒【徳】
  ・　 　 やり抜く生徒【体】
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学校所在地 〒９８１－３３２７ 開　校 昭和２２年４月
宮城県富谷市穀田土間沢一番９番地 校　長 佐藤　広昭

電話番号　 ０２２－３５８－２０４２ 生徒数 ２２６人（５月１日時点）
FAX番号 ０２２－３５８－３３８５ 学級数 ９
メールアドレス tomityuu@hello.odn.ne.jp

所在地（西成田教室） 〒９８１－３３２４ 開　校 令和４年４月
宮城県富谷市西成田郷田一番９４番地 校　長 佐藤　広昭

電話番号　 ０２２－３４７－３６０１ 生徒数 １５人（５月１日時点）
FAX番号 ０２２－３４７－３６０８ 学級数 ３
メールアドレス nishinari@i3.gmobb.jp

【学校教育目標】

【学校経営方針】

【学校教育目標を達成するための重点施策】

富谷市立富谷中学校

【写真】

　「ともに学び，磨きあい，やり抜く生徒の育成」
　ふるさと富谷市を愛し，富谷中学校生徒としての誇りをもち，一人一人の自主性・創造性を培うととも
に，知育，徳育，体育，労育の充実に取り組み，人間性豊かで，現在及び将来にわたって学ぶ喜びをも
ち，自他ともにたくましく『やり抜く（生き抜く）生徒』の育成に努める。さらに，校訓「毅然」「強靭」「純朴」に
ついて，わが校の不易なものとして，、教育目標具現化のための心の拠り所とする。
　　－校訓－　「毅然」　「強靭」　「純朴」
　　・毅然：意志が強く，物事に動じないさま
　　・強靭：強くしなやかで粘りのあるさま
　　・純朴：素直で飾り気のないこと
　－目指す生徒像－
　・　　　ともに学び合う生徒【知】
  ・　 　 みがきあう生徒【徳】
  ・　 　 やり抜く生徒【体】

　宮城県教育基本方針及び富谷市教育方針を受け，本校生徒と地域の実態並びに「毅然・純朴・強靭」と
いう校訓を踏まえ，よりよい校風の確立を目指して学校経営に当たる。
　教育の成果を高め，地域や保護者の期待に応える信頼される学校とするため，教育目標「ともに学び，
磨きあい，やり抜く生徒の育成」の具現化に向け，学校課題を明確にし，教職員の共通理解のもと，家
庭・地域と連携を深めることを通して，教育活動を展開する。そのためにも，教職員間の情報共有，共通
行動を確実に行い，次代を担う心豊かな生徒の育成に努める。
　さらには，次世代の教育現場を担うであろうミドル（ネオ）リーダーの育成に努める。

（１）学ぶ力の育成
　　学ぶ力を「学び方を習得して，わかるまで，できるまで学ぶ力」「自ら学びを楽しみ，自ら学びを深める
力」と意味づけし，問題解決の思考・判断力，問題解決の技術・自己表現力等の育成に努める。
（２）心の教育の充実
　　学校教育活動全体を通して，生徒理解を深め，命を育む心や他人を思いやる心，正義感，倫理観，
ルールやマナーを遵守する心の育成に努める。体験活動を通して，豊かな心とたくましい体を育み，自己
実現を図る。
（３）特別支援教育の推進
　　社会参加への必要な力を培うために，生徒一人一人の教育的ニーズを把握し，その可能性を最大限
に伸ばし，生活や学習上の困難を改善又は克服するため支援体制を確立し，必要かつ適切な指導・支
援に取り組む。
（４）志教育の推進
　　たくましく生き抜くための基盤として，将来の職業や学習との関わりをもたせた教育活動を推進し，「人
とかかわる」「よりよい生き方を求める」「集団の一員としての役割や責任を果たす」生徒を育成する。
（５）防災教育の推進
　　学校防災マニュアルに基づき地域と連携した訓練を実施する。身に付けさせたい５つの力と心を踏ま
え，地域防災の将来の担い手となる生徒の育成に努める。
（６）健康・安全教育の推進
　　計画的・継続的な指導を通し，生涯にわたり運動に親しむ資質・能力を育てるとともに，健康・安全に
生活できる実践力の育成や生活習慣の形成に努める。
（７）現職教育の推進
　　教職員としての使命と責任を自覚し，豊かな人間性や社会性を養うとともに，学校運営，学年・学級経
営，学習指導，生徒指導等の教育課題の解決を図る実践的な指導力を高める研修を計画的・組織的に
実施する。
（８）地域との連携推進
　　社会の中でたくましく生き抜く生徒を育むために学校・家庭・地域が協働し，地域の教育力を活用した
教育活動を推進する。規範意識を育み，社会人としての基本を身に付けさせる。
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５．幼稚園の概要
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Ⅴ．社会教育

２－１生涯学習推進体制の充実

　（１）生涯学習推進基盤の整備

	 ①　富谷市民図書館等複合施設の整備

　（２）コミュニティ活動と生涯学習との連動

	 ①　地域を担うリーダー養成研修の実施の推進　

	 ②　市民の意欲と地域貢献をつなぐ新たな仕組みづくりの検討

２－２公民館活動の充実

　（１）多様な学習講座と事業の展開

	 ①　地域の多様なニーズに対応する生涯学習講座の実施の拡充

　（２）公民館の拠点機能の向上

	 ①　施設の長寿命化計画に基づく適切な施設管理の推進

３－１芸術・文化の継承・創造

　（１）郷土の伝統文化の継承

	 ①　伝統芸能の後継者育成の推進

　（２）市民主体の芸術・文化活動の活性化

	 ①　文化施設の整備に向けた検討

	 ②　芸術・文化団体の発表の支援の推進

３－２文化財の保護・活用

　（１）文化財の保護・活用

	 ①　民俗ギャラリーの効果的運営の推進

	 ②　内ヶ崎作三郎記念館の効果的運営の推進

　（２）文化財保持団体の育成・支援

	 ①　無形民俗文化財保持団体への支援の推進

富谷市教育振興基本計画　基本目標３　芸術・文化の継承・創造、文化財の保護・活用

富谷市教育振興基本計画　基本目標２　循環型生涯学習社会の推進

１．社会教育の推進施策
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４－１生涯スポーツを楽しむ機会の充実

　（１）健康・体力保持増進活動の充実

	 ①　トレーニング講習会の開催の推進

	 ②　トレーニング機器設置の整備の拡充

	 ③　TOMIYA ＆ TAIWA 七ツ森ハーフマラソン大会の開催

　（２）コミュニティスポーツ活動の充実

	 ①　スポーツ推進委員派遣事業の実施の拡充

　（３）みるスポーツ、支えるスポーツの普及

	 ① スポーツ競技大会の開催誘致

	 ② プロスポーツの練習場等の誘致

４－２指導体制の充実、競技スポーツの普及

　（１）スポーツ・レクリエーション指導者の充実

	 ①　｢公認スポーツ指導者 ｣登録者制度に向けた取り組みの拡充

　（２）競技スポーツの普及

	 ①　ニーズに即したスポーツ教室の開催の推進

４－３生涯スポーツを支える体制・環境の充実

　（１）スポーツの拠点施設の充実

	 ①　ウォーキングに関する環境整備

	 ②　スポーツ施設・設備の計画的な整備の拡充

	 ③　施設の長寿命化計画に基づく適切な施設管理の推進

　（２）生涯スポーツを支える体制の充実

	 ①　｢富谷市スポーツ推進計画 ｣に基づく生涯スポーツの推進

	 ②　組織間の連携強化の拡充

富谷市教育振興基本計画　基本目標４　生涯スポーツの推進
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２．生涯学習関係機関一覧

NO 関係機関 住所・電話番号・ＦＡＸ番号

１

生涯学習課
・生涯学習担当

・体育振興担当

・図書館等複合施設開館準備室

住　所：富谷市一ノ関臑合山６－８
電話番号：０２２－３５８－５４００
Ｆ Ａ Ｘ：０２２－３５８－９１５９

２

富谷市総合運動公園
・富谷スポーツセンター

・富谷武道館

・富谷市総合運動公園

　　　　　　グランド

・富谷市総合運動公園

　　　　　　テニスコート

・富谷市総合運動公園

　　　　　　レクリエーション広場

住　所：富谷市一ノ関臑合山６－８
電話番号：０２２－３５８－５４００
Ｆ Ａ Ｘ：０２２－３５８－９１５９

・富谷市総合運動公園

　　　　 スポーツ交流館

住　所：富谷市一ノ関川又山２－１８
電話番号：０２２－３４８－１８０８

3
公
民
館

富谷中央公民館
住　　所：富谷市富谷西沢１３
電話番号：０２２－３５８－２０３６
Ｆ Ａ Ｘ：０２２－３５８－５４１０

富ケ丘公民館
住　　所：富谷市富ケ丘三丁目１－２８
電話番号：０２２－３５８－２５３８
Ｆ Ａ Ｘ：０２２－３４８－１２５３

東向陽台公民館
住　　所：富谷市明石台一丁目１
電話番号：０２２－３７３－８２７１
Ｆ Ａ Ｘ：０２２－７７２－８２５５

あけの平公民館
住　　所：富谷市あけの平二丁目２２－１４
電話番号：０２２－３５８－９２７７
Ｆ Ａ Ｘ：０２２－３４８－１２５２

日吉台公民館
住　　所：富谷市日吉台二丁目２２－１５
電話番号：０２２－３５８－８２９３
Ｆ Ａ Ｘ：０２２－３４８－１２２５

成田公民館
住　　所：富谷市成田一丁目１－１
電話番号：０２２－３４８－３９５５
Ｆ Ａ Ｘ：０２２－３４８－３０２４

4 富谷市民俗ギャラリー
住　　所：富谷市富谷新町９５
電話番号：０２２－３５８－１５３１
Ｆ Ａ Ｘ：０２２－３５８－１４４８

5 西成田コミュニティセンター
住　　所：富谷市西成田郷田一番９４
電話番号：０２２－３５８－２５５１
Ｆ Ａ Ｘ：０２２－３５８－２５５１

6 文化創造の森大黒澤苑
住　　所：富谷市明石二反目４２
電話番号：０２２－３４８－８１０５
Ｆ Ａ Ｘ：なし

７ 内ケ崎作三郎記念館
住　所：富谷市富谷新町１１１－１
電話番号：０２２－３４７－３３４４
ＦＡＸ：なし
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NO. 名　　　　　　　　称 備　考

１

富谷市総合運動公園

・所在地　　〒 981 － 3305　　富谷市一ノ関臑合山６－８

・電　話　　０２２（３５８）５４００

・F A X 　 ０２２（３５８）９１５９

１ 富谷武道館

１ アリーナ　　４６９㎡

・柔道場　　２面（１９６帖）

・剣道場　　２面

・その他　　医務室・師範室・選手控室・更衣室・放送室

・固定椅子　５０８席

２ トレーニング室　　３０２㎡

・ランニングマシン

・エアロバイク

・ダンベル他

２ 富谷スポーツセンター

１ メインアリーナ　　１，７５５㎡

・バレーボール (４面 )

・バスケットボール（２面）

・バドミントン (９面 )

・その他　　医務室・会議室・選手控室・更衣室・放送室 ほか

・固定椅子　６０６席

２ サブアリーナ　　３１４㎡

・柔道 (２面 )

・剣道 (２面 )

３ 富谷市総合運動公園グランド　　７１，５７０㎡

１ ・野球（２面）

・少年野球 (２面 )

・多目的グランド

４ 富谷市総合運動公園テニスコート　　４，６４１㎡

１ ・テニス (６面　内夜間照明 3面 )

・観覧席

５ 富谷市総合運動公園レクリエーション広場　　２，８８０㎡

１ ・かまど（５基）　水場

６ 富谷市総合運動公園スポーツ交流館　　３３５㎡

１ ・談話室・会議室・更衣室・シャワー室

２

学校開放

１ １ ・小学校校庭・体育館

２ ・富谷中学校、成田中学校体育館　

３
公民館 

１ １ ・各公民館大ホール（6館）

３．体育振興施設
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